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セーフコミュニティ活動推進事業所の活動を紹介します

現在セーフコミュニティ活動推進事業所には、57 の事業所に登録いただき、

安全・安心なまちセーフコミュニティこおりやまの活動を推進しています。

今回はその中から、昨年度セーフコミュニティ賞を受賞した

学校法人成田学園 希望ヶ丘こども園 さんに活動の内容をお聞きしました！

交通安全教室・避難訓練 を行っています！！

毎月実施する避難訓練では
月毎に設定を変え、
どんな非日常にも対応できる
ように訓練しています。

実際にロールプレイをしたり、
歌や着ぐるみの動物さん達を
通して子ども達の心に響く活動に
しようと工夫しています。
子どもたちは素直な心を持っている
ので、心に響いたことだと思い出
という形で心に留めてくれます。

お家でも実践することが
大事なので、園での取り組みを
その都度ＨＰにＵＰし、
家庭にお知らせすることで、
お子さんと家庭でも
話し合ったり、実践して
いただいています。不審者

VS
先生

不審者に
遭遇したら
どうする？

トラさんと
一緒に
練習！

希望ヶ丘こども園さんの

セーフコミュニティ活動

その結果

お外の散歩の時も廊下を歩く時も、子ども達は
右側を 1列になって歩いたり、車が来ると
「あぶないよ！」と教えあう姿が見られるように
なりました。保護者の方のご協力もあり、
登降園での子ども達の事故やケガはありません。

教職員も心して毎日の
安 全 点 検 や 危 険 箇 所
点検を実施しています。
ヒヤリハット会議も開き、
事故・ケガの予防に努めて
います。

なゆたくん(5歳)

さなちゃん(5歳)

地震がきた時、写真が落ちて割れてしまって
びっくりしたけど、避難訓練で勉強したことを

思い出して、すぐにテーブルの下に
隠れることができたよ！！

防犯教室で教えてもらった
「いかのおすし」・「おかしも」は

ばっちり覚えているよ！！
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登録いただいた事業所は、市ウェブサイトやセーフコミュニティ通信
などに掲載し、事業所の安全・安心活動をPRします！
参加登録事業所の一覧やこれまでの取組報告については、市ウェブ

サイトからご覧いただけます。
セーフコミュニティ 活動推進事業所 検索

希望ヶ丘こども園さんはＳＤＧｓを
推進している園なんだよ！

ＳＤＧｓ目標達成のための１つとして
セーフコミュニティ活動に

力をいれてくれているんだね！！

セーフコミュニティの活動は、私達のまち
郡山市を安全で安心なステキなまちづくりに
する活動です。本園の取組でもお分かりの
ように、避難訓練、防犯訓練、交通安全教室
など当たり前のことをまず実践することに意義
があると思っています。これら1つ1つの活動が
点だとすると、様々な活動をする事で線と
なり、その中での気づきや考えが一人一人の
幸せに繋がるものとして花ひらくのがセーフ
コミュニティ活動ではないかと思います。
子どもやお年寄りなど人に優しくするのも
セーフコミュニティ。危険なところがあったら
取り除くのもセーフコミュニティです。身近な
ところから活動してみてはいかがでしょうか。

郡山市が安全・安心なまちとなるためには、
身近にいる人たちが安全・安心で幸せに暮らすことができるような

当たり前のことをまずは実践していくことが大切なことだと
希望ヶ丘こども園さんの活動をとおして伝わりました。

今後の活動も応援しています！

希望ヶ丘こども園さんが

つたえたい想い

これからも子ども達が園やまちで幸せに
暮らせるように保護者・地域・行政や
関 係 機 関 と 協 働 し て 安 全 ・ 安 心 の
まちづくりに取り組んでいこうと思います。
今後もＳＤＧｓの園、セーフコミュニティの
園として、子ども達の幸せのために活動を
推進してまいります。

ほかにもこんなセーフコミュニティ活動をしています

これからの目標

～取材協力ありがとうございました～



なりすまし詐欺が多発しています！
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セーフコミュニティの歌がリニューアルしました！

セーフコミュニティの理解を深め、活動を支援するための動画

『がくとくん・おんぷちゃんの Let’s セーフコミュニティ』。

物語の中でがくとくん・おんぷちゃんが

セーフコミュニティの精霊と一緒に作成した

『セーフコミュニティこおりやまのうた』が

郡山市にお住まいの方々に出演していただいた

～with 郡山市のみなさんver.～となって

リニューアルしました♪

ぜひご視聴ください♬

１話 「１日目 セーフコミュニティって何？」

２話 「２日目 郡山のけがと事故の発生状況 その１」

３話 「３日目 郡山のけがと事故の発生状況 その２」

４話 「４日目 セーフコミュニティの推進体制」

５話 「５日目 ６つの分野別対策委員会の課題と対策 その１」

６話 「６日目 ６つの分野別対策委員会の課題と対策 その２」

７話 「７日目 S＋PDCAサイクルに基づく活動の事例 その１」

８話 「８日目 S＋PDCAサイクルに基づく活動の事例 その２」

最終話 「最終日 さらなるセーフコミュニティ推進を目指して」

こちらのQRコードから
歌の動画をご覧いただけます

こちらのQRコードから
ウェブサイトを

ご覧いただけます

７，８月に市内でなりすまし詐欺が多発しています。
また、なりすまし詐欺被害につながる予兆電話も多く発生しています。

こんな電話が来たら要注意

オレだけど…

(息子や孫になりすまし)

還付金が
あります！

ＡＴＭで
手続きしてください

暗証番号を
教えてください

〇息子や孫などを名乗られても安易に信用せずに、
いったん電話を切り、ご家族に必ず相談をしましょう！！

不審な電話やショートメッセージ、訪問があった場合は
すぐに警察や家族に相談してください！！

深刻な被害が後を絶たない「なりすまし詐欺被害」の予防に
つなげるため、電話機等に貼れるシールを作成しました！
電話（☎９２４－２１５１)または右のＱＲコードからお申込み
ください。

なりすまし撃退詐欺シールを配布中です！！

相 談 窓 口

警察相談用窓口：☎＃９１１０

消費者ホットライン：☎１８８

〇市役所職員や年金事務所職員、警察がＡＴＭでの手続きをお願いすることや、
暗証番号を聞くことは絶対にありません！！



発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 / ２０２３(令和５)年９月
【お問合せ・連絡先】

事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）
電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp 検索郡山市 セーフコミュニティ
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乳幼児の誤飲事故を予防しましょう！ ＝予防救急＝

郡山地方広域消防組合管内において過去10年間(2013年から
2022年）で乳幼児の事故による救急搬送人員は1305人となって

います。乳幼児の事故区分の特徴として『誤飲』が挙げられ
ます。乳幼児の搬送で3番目に多く、168人(12.9％）が救急搬
送されています。 ※「乳幼児」…生後28日以上、満7歳未満

郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。

情報提供：郡山地方広域消防組合

乳幼児の事故区分別救急搬送人員

誤飲の種別ごとの救急件数

乳幼児が誤飲した物の
種別ごとに救急発生件数
を見てみると、
「硬貨、プラ片等」が
67件(31.2％)と最も多い
ことが分かるね！

そして「たばこ」を
誤飲してしまった
ケースが22件も発生
しているよ。乳幼児は
周囲の環境に対する
好奇心が強いから、
大人が見て
いない間に

『誤飲』という
思わぬ行動を
とってしまう
んだ。

乳幼児の誤飲により

考えられる危険性

【窒息】
飲み込んだものが気道をふさぎ、

呼吸ができなくなります。

【消化器官の損傷や閉塞】

消化できない金属片やプラスチック
片、複数の強力な磁石を飲み込んだ場
合は、消化器官を傷つけたり器官内を
ふさいだりする場合があります。

【やけど】

乾燥剤に使用される生石灰、電池や
漂白剤などでやけどを負ったり消化器
官内がただれる可能性があります。

【中毒症状】

たばこやその吸い殻が入った水、さ
らに酒類や洗剤などの誤飲により、成
分が吸収され中毒症状を引き起こし、
意識状態の悪化や腹痛・嘔吐をする場
合があります。

こちらから
アクセス▶▶

みなさんの
フォローを

お待ちしています！
こちらから

◀◀ アクセス

救急搬送事例

自宅台所でたばこの吸い殻の
入った水を誤って飲み、その後
腹痛と嘔吐を呈したため救急要
請。(6歳)

誤飲を防ぐために

〇乳幼児の口の大きさは約４ｃｍと言われています。
床や低いテーブルなどの上に小さな物を放置しないように
しましょう！また、片づけるときは乳幼児の手の届かない
高さに置くようにしましょう！

〇医薬品や酒類、灯油などは高いところに収納できない場合は
乳幼児が開けられない蓋や鍵のついた場所に収納しましょう。

〇たばこの吸い殻などのゴミは専用の容器に入れ、放置せずに
定期的に処分しましょう。

インスタグラムアカウント

『郡山市地方広域消防組合［公式］』では、

予防救急や火災予防、

日常業務や訓練の様子

などを写真を通して

発信しています。

X(旧ツイッター)アカウント

『セーフコミュニティこおりやま』では、

安心・安全につながる

活動や、セーフコミュニティ

活動の取り組み事例などを

紹介しています。


